



（RC20）での発表を起点とし、部分的には雑誌 Comparative Sociology 14.1 （2015）の
特集を経て、本書にも収録されることになった諸研究（4［日米仏イランの国語入試問題
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会などにおける、「軸の時代」に注目する最近の流れも継承している。これは、明示的に
は序、2 とあとがきに表れており、紀元前後の世界各地における試験の萌芽の簇生や現在
の各国における類似試験改革の同時発生を捉えようとしている。本書とそれが開示する試
験観は、「現代女性とキャリア」研究の地球規模の広まりにも役立つと考えられる。
 （おなか　ふみや：日本女子大学人間社会学部現代社会学科教授）
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